
 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大回避に向けた取組等 

 

本県では、６月以降、県内の感染状況は落ち着いた状況を維持し、徐々に社会経済活

動を展開しておりましたが、首都圏や大都市圏での感染拡大は歯止めがかからず、その

影響は本県にも及び、７月の４連休以降、感染力が強いデルタ株の影響により、日増し

に陽性者が増加したことから、７月２９日から、県内の警戒レベルを「感染警戒期『特

別警戒期間』」に引き上げ、感染拡大防止の取組みを強化しました。 

しかしながら、８月に入って以降、本県の感染状況は一変し、特に３連休明けの８月

１０日の検査では、第４波で確認された過去最多の５９名を大幅に上回る８５名の陽性

者が確認され、１１日には６９名、１２日は９１名と過去最多をさらに更新しました。 

また、県内の直近一週間の人口１０万人当たりの新規陽性者数は、「爆発的な感染拡

大」を意味するステージⅣに該当する水準を超えました。特に松山市は、増加傾向が著

しく、既に市中感染のまん延状態となっています。また、松山市の動きに連動するよう

に、県内全域で陽性確認が増加しています。 

このように、県内の感染状況は、これまでとは完全に別の局面に突入し、第４波を上

回るかつてない危機に直面していると言わざるを得ない状況であることから、県では８

月１１日に警戒レベルを最大の「感染対策期」へ引き上げるとともに、本日から、別添

のとおり、松山市内の酒類を提供する飲食店への時短要請など、感染拡大防止に係る取

組を強化することとしました。 

関係者の皆様におかれましては、新型コロナウイルスの感染拡大を回避するため、引

き続き、御理解、御協力を賜りますようお願いします。 
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